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保
育
料
の
一
部
を
改
定

　
中
野
市
保
育
所
運
営
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
、
10
月
か
ら
保
育
料

月
額
を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

・
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
第
２
‐
２
階
層
の
額
を
引

き
下
げ
ま
す
。

・
国
の
保
育
所
徴
収
基
準
額
の
改

定
に
合
わ
せ
て
、
第
８
階
層
を

新
設
し
、
第
７
階
層
を
引
き
上

げ
ま
す
。

・
私
的
契
約
に
係
る
保
育
料
に
つ

い
て
、
今
ま
で
の
最
高
階
層
の

第
７
階
層
か
ら
第
８
階
層
に
改

定
し
ま
す
。

在籍する児童の属する世帯の階層区分 保育料額（月額、円）

階層 定義 ３　歳
未満児 ３歳児 ４　歳

以上児

第２－２ 前年分の所得税が
課されていない世帯

前年度分の市町村
民税非課税世帯

母子・父子・障害者な
どの世帯以外の世帯 ７，３00 ５，000 ５，000

第７階層 前年分の所得税
課税世帯

前年分の所得税額が
４1３，000円以上７３４，000円未満の世帯 ５３，100 ３1，４00 ２６，９00

第８階層 前年分の所得税
課税世帯

前年分の所得税額が
７３４，000円以上の世帯 ５６，４00 ３３，７00 ２７，６00

※
そ
の
他
の
階
層
に
つ
い
て
は
、

額
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
時
的
保
育
実
施
園
の
う
ち
、

「
松
川
保
育
園
」
を
「
み
な

み
保
育
園
」
に
変
更

　
一
時
的
に
保
育
に
欠
け
る
お
子

さ
ん
を
短
期
間
保
育
所
で
お
預
か

り
す
る
一
時
的
保
育
に
つ
い
て
は

現
在
、
松
川
保
育
園
、
平
岡
保
育

園
、
た
か
や
し
ろ
保
育
園
、
豊
井

保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

10
月
か
ら
、
松
川
保
育
園
を
「
み

な
み
保
育
園
」
に
変
更
し
ま
す
。

７
月
か
ら
の
保
育
料
月
額

　
７
月
か
ら
の
保
育
料
お
よ
び
長

時
間
保
育
利
用
料
を
算
定
す
る
た

め
の
「
所
得
税
額
と
市
民
税
額
の

年
度
切
り
替
え
」
を
行
い
、
新
た

な
保
育
料
月
額
を
保
護
者
の
皆
さ

ん
へ
別
途
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
長
時
間
保
育
利
用
料
に

つ
い
て
も
、
変
更
と
な
る
場
合
は

別
途
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

▲

中
野
市
保
育
料
表
（
改
定
階
層

の
み
・
改
定
後
）

１０
月
か
ら
保
育
料
の
一
部
を
改
定

１０
月
か
ら
保
育
料
の
一
部
を
改
定

一
時
的
保
育
の
実
施
園
も
一
部
変
更
し
ま
す

『
児
童
扶
養
手
当
』

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
1８

歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
、

今
年
８
月
か
ら
父
子
家
庭
の
父
親

も
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
に
、
手
当
の
申
請
が
可
能

と
思
わ
れ
る
方
に
資
料
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
手
当
「
新
規
認
定
お
よ
び

額
改
定
請
求
者
の
方
」

　
今
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制

度
が
始
ま
り
、
新
た
に
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

方
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
９
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
と
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
」

　
今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
た
方
で
、
中
学
校
２
・

３
年
生
の
兄
弟
、
姉
妹
が
い
な
い

方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
と
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
に
は
、
現
況
届
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
出
生
、
転
入
な
ど
の
事

由
が
発
生
し
た
日
か
ら
1５
日
以
内

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
、
事
由

が
発
生
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
る

と
、
子
ど
も
手
当
を
受
け
ら
れ
な

い
月
が
生
じ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

『
特
別
児
童
扶
養
手
当
』

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
満
２0
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す

る
父
親
も
し
く
は
母
親
の
ど
ち
ら

か
で
、
所
得
額
が
高
い
方
ま
た
は

養
育
者
に
対
し
て
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
）
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

各
種
手
当
の
ご
案
内

 

子
ど
も
に
関
す
る

　
７
月
は
、
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
「
青

少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県

民
運
動
強
化
月
間
」
で
す
。

大
人
が〝
見
守
る
”

　
地
域
で〝
は
ぐ
く
む
”

愛
の
声
か
け
運
動

　
〝
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
は

ぐ
く
む
〟
〝
誰
も
が
自
然
に
声
か

け
で
き
る
社
会
〟
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
の
大
人
が
青
少
年
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
温
か
な
ま
な
ざ

し
を
向
け
、
声
を
か
け
る
『
愛
の

声
か
け
運
動
』
の
実
践
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
〝
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る
〟
ま
ず
は
、
近
所
に
住
む

子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
も
の
で
、
今
年
で
６0
回
目
に

な
り
ま
す
。
今
年
も
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
で
あ

る
７
月
を
中
心
に
、
更
生
保
護
へ

の
理
解
と
協
力
を
訴
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
特

に
期
間
中
は
、
保
護
司
会
を
中
心

に
、
更
生
保
護
女
性
会
そ
の
他
の

団
体
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
各
地

で
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
各

区
を
通
じ
て
１
戸
当
た
り
３0
円
の

資
金
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
中

学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で
啓
発
物

の
配
布
の
ほ
か
、
更
生
保
護
施
設

へ
の
慰
問
、
研
修
な
ど
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
こ
の
運
動
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間
」

７月は

▲▼昨年の青少年一斉啓発活動の様子

有
害
情
報
か
ら

　
　
　

子
ど
も
を
守
る

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
青
少
年
に

と
っ
て
有
害
な
情
報
が
含
ま
れ
る

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情

報
の
悪
影
響
や
、
こ
れ
に
伴
う
犯

罪
・
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
環
境
を
整
え
る

（
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
）

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
時
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に

つ
い
て
、
子
ど
も
と
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

有
害
自
動
販
売
機

　
　
　
　

３
な
い
運
動

　
青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
自
動

販
売
機
（
露
骨
な
性
描
写
の
雑
誌
、

ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
大
人
の
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
販
売
す
る
自
動
販
売

機
）
を
〝
設
置
さ
せ
な
い
〟
〝
利

用
し
な
い
〟
〝
放
置
し
な
い
〟

「
有
害
自
動
販
売
機
３
な
い
運

動
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
郷
土
の
未
来
を
担
う
青
少
年
が

心
豊
か
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
は
皆
の
願
い
で
す
。

　
こ
の
月
間
を
機
会
に
、
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
と
健
全
育

成
、
ま
た
、
青
少
年
に
と
っ
て
有

害
な
社
会
環
境
を
、
あ
ら
た
め
て

大
人
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
た
め
に


